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長野県上伊那郡辰野町
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団体名　　　　　　　　　辰　野　町

プランの名称　　　　　町立辰野総合病院改革プラン

策定日　　　　　　　　　平成　21年　3月　19日　　　　　　平成23年3月18日第1次改定

対象期間　　　　　　　平成21年度　～　平成25年度　　　　変更後　平成21年度～平成28年度

*　病院の現状

病院名　　　　　　町立辰野総合病院

所在地　　　　　　辰野町大字伊那富3351番地

病床数　　　　　　許可病床数125床(内休床12床)

診療科目　　　　　内科　外科　整形外科　産婦人科　耳鼻咽喉科　眼科　小児科　皮膚科

*　公立病院として今後果たすべき役割

上伊那の病院･診療所の状況は病院1 2診療所1 0です｡また､第5次長野県保健福祉医療計画で､当院は2次保健

医療圏(上伊那保健医療圏)における群輪番制病院と位置づけられています｡伊那中央病院､昭和伊南総合病院とは

上伊那公立3病院として連携をとりつつ､併せて岡谷･諏訪地区､松塩地区との病院とも連携をとりながら､上伊那医療

圏における､とりわけ上伊那伊北の1次･2次救急医療を担う病院として､経営改善を重点に､医師を確保しながら､地

域住民の望む医療体制整備の努力をしていきます｡

信州大学等から土日を中心とした医師の派遣を受けるなかで､他病院との連携もはかり､ 1次･2次救急医療を維持し

ていきます｡特に､辰野町内の状況では､診療所と連携協力して1次救急医療を含め2次救急医療を担っていかなけれ

ばならないのが現状です｡又､災害時等における対応も､周辺地域医療機関と連携協力をするなかで､上伊那伊北に

おける役割を担える体制を維持していきます｡

診療科は､現状8科体制の状況を維持します｡耳鼻咽喉科　眼科は､上伊那伊北圏内に無く､とりわけ学校児童･生

徒に対応する為にも必要です｡

お産については､町内での出産ができなくなりましたが､当面伊那中央病院を中核として､将来は､一病院に集中する

のでなく､身近での出産を目標に取り組みます｡但し現状は､医師確保の見通しが難しく､妊婦健診を行う中で､役割分

担を担うものとする｡

小児医療についても､周産期医療と対に対応されており､分娩不可の状況では小児科医師確保が難しいが､常勤

要望は強く､引き続き常勤確保に努めながら､当面派遣により連携病院として小児医療(外来)を担います｡

がん　脳卒中　急性心筋梗塞などの高度救急医療行為が求められる場合は､医療圏として伊那中央病院などと連

携する中で対応し､その初期段階に対応するものとする｡

又､後期段階における回復期医療の機能を有する病院としてその役割を担っていきます｡

糖尿病については､指導から治療まで対応し､関連もある透析については現状26床を新病院では30床まで計画的に

増床し､増傾向にある患者の対応を計ります｡

改革の方向性としては､医療圏において､伊那中央病院をより急性期の病院と位置づけ､連携を強化する中で､患

者対応をし､当院は1次2次救急医療の病院として位置し､在宅復帰を目指す､リハビリを中心とした回復期の機能

を有する病院としての役割を果たしていくものとする｡

したがって､退院後の往診･訪問看護･訪問リハ･通所リハ等についても､診療所や町の介護･保健部門とも連携をとり

ながら積極的に関わり､地域医療を担っていくものとします｡
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*　一般会計における経費負担の考え方

繰出基準に基づく繰入を基本とし､次のとおりとする｡

繰入基準に基づく繰入

･病院の建設改良に要する経費に対する繰入

建設改良及び企業債元金(補助金等特定財源を控除後)の2分の1 (企業債元金にあっては1 4年度

迄に借り入れたものにあっては3分の2)

･へき地医療の確保に要する経費に対する繰入

鴻之田　川島　小野

･リハビリテーションの医療に要する経費に対する繰入

･小児医療に要する経費に対する繰入

･救急医療の確保に要する経費に対する繰入

･高度医療に要する経費に対する繰入

実施した時

平均収入を超える増加分

救急拘束料等一輪番補助金

高度機器の減価償却費　保守料

･保健衛生行政事務に要する経費に対する繰入

･医師及び看護師等の研究研修に要する経費に対する繰入　　　　　2分の1相当

･病院事業の経営研修に要する経費に対する繰入

･保健･医療･福祉の共同研修に要する経費に対する繰入

t共済追加費用の負担に要する経費に対する繰入

･公立病院改革プランに要する経費に対する繰入

･医師確保対策に要する経費に対する繰入

繰出基準外に基づく繰入金

･周産期医療に要する経費に対する繰入

･常勤医師減少による医療機能確保にともなう繰入

･病院の建設改良に要する経費に対する繰入

*　経営効率化に係る計画

財務に係る数値及び目標

2分の1相当

実施した時

19年虚実■ �#�D�7溢�梺�21年度実横 �#)D�7��23年度 儖Xﾖﾉ}�&8鰄ｩHﾏizyV����8絹ﾂ�)9�9h��mｩ8��

総収支比率 涛2���91.3 涛2�"�96.2 涛R�2�95.095.0 

経常収支比率 涛2���91.3 涛2�"�96.2 涛R�2�93.292.799.4100.0 

医業収支比率 塔B�"�84.7 塔"ﾃr�86.2 塔2紕�87.487.190.691.0 

職員給与比率 田2�"�64.6 田R繧�63.2 田R綯�56.361.159.155.0 

医業*用に占める給与千 鉄2�2�54.8 鉄B紕�54.5 鉄B縒�49.253.0 

材料費比率 �#"綯�21.4 �#�纈�21.1 �#�纈�17.923.924.622.0 

内薬品責比率 ��"絣�12.2 ��"絣�12.0 ��"絣�12.014.414.812.5 

委託費比率 湯纈�10.2 湯���8.8 唐纈�5.98.0 

企業債利息割合 迭�2�4.4 �"纈�2.6 �"纈�3.05.5 

減価償却費割合 唐���7.1 途�2�6.5 澱�2�5.07.5 

元金対減価償却費 都b�"�96.2 ���B���126.5 ��C2絣�-73.9110.0 

城見1人当たり収益 湯繝b�9.53 湯經b�10.16 湯縱2�単位100万円 

lOO床当たり職員数 ���R纈�105.1 ����繧�99.2 ���偵��22年迄対118床23年対100床 

繰入金比率損益 ��ゅ��18.5 �#����25.5 �#2�"�13.916.0 

繰入金比率資本 ��絣�2.7 釘繧�4.6 唐纈� 

累積欠損金比率 �32���45.3 鉄B綯�57.6 田R綯� 

平均在院日数 �#"����偵R��21.9(19.3) ��偵"�19.6 �#���イ�����()内除外患者を除た日数23年は回復期病棟 

病床利用率(対130) 田��2�52.2 鼎b纈�42.1 鼎"��� 

病床利用率(対118) 田r絣�57.5 鉄�縒�46.4 鼎b�2� 

病床利用率(対100) �� �� 鉄B綯�77.071.574.680.0 
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.　上記目標値設定の考え方
事考相8I

総収支比率 ��ﾘ�傭��ﾘﾉ9w������､ﾉT�4佝�9Kｹ&b� 

経常収支比率 佝��ﾘ�傭���ﾒｩw��貽�h吋�,ﾈﾆ�8�8ｻX鰄ｩB� 

医業収支比率 �8ｼh�傭�8ｼbｩw�������i|8ﾗ8郊,���+x.��h轌Ur� 

聴A給与比率 从ｹu靄2�8ｼh�揺������ﾈﾈ�8,���+x.�x揺8�4898,ﾈ轌8��頼院57.8 

医業兼用に占める給与土 从ｹu笋�8ｼbｩw������4ｹ�9�ﾈﾈ�ｷ�-�Zh揺8�4898,ﾉ�斡�� 

材料*比率 俤驅��8ｼh�揺�����ﾝ驅�8,���+x.�4ｹ�9NIzh,ﾉF8環�頼陳24.0 

内薬品*比率 冩)V傚r�8ｼh�容��o)V���,���+x.�4ｹ�9NIzh,ﾉF8環�′′14.0 

委託*比率 ���T､R�8ｼh�揺������ﾈﾈ��ｩ9h/�ｭﾈ-餾IZｨ,ﾈﾉ���� 

企業dt利息割合 舒仂fGIy��r�8ｼh�揺�������揺,渥h.ﾘ.佶ｩ�ﾘ淤|x,ﾉKｹ&h轌Ur� 

減価俳却*割合 侏��ﾈｷ�[2�8ﾉ8�揺�����"� 

元金対減価償却兼 優ｸｭ(ﾋ8ｾ����霍�N������"� 

織JL1人当たり収益 �8ｼh�傭��ﾘｼ隲x鯖�T��I�Xｨ�4ｹ�9Gｩ'Xｷ�-�ﾏ越h嶌,ﾉKｹ&h轌8�� 

繰入金比率塊益 ���hｪ�.案ｩ?ﾈｾ��8ｼh�揺������10:1100床20.9 

繰入金比率 倬�gｸｪ�.案ｩ?ﾈｾ��8ｼh�揺������ 

累稚欠捷金比率 �况ﾈﾈy�仞��8ｼh�揺������ 

病床利用率 塔�X/�mｩ8��100床公立黒字 病院75.2 

経書黒字化の目標年度　平成30年度　但し24年度移転新築実施後は最低限､新築に関わる減価償却費･支払い利息の増を除いた黒字化と

現金確保が目標｡

職員給与比率は平成25年度62. 4%を目標とし､ 30年度55%を目指します｡

起債元金償還　減価償却等を考慮した　資金確保を最重点においた｡

*　公立病院としての医療機能に係る数値目標

19年度実紙 �#�D雹X���ｲ�21年度実紙 �#)D�7��23年度 儖Xﾖﾂ�

1日平均外来患者数 �3�B�297 �#sR�250 �#S2� 

〝入院〟 塔��68 田��55 鉄R� 

平均在院日数 �#"����偵R��21.9(19.3) ��偵"�19.6 �#���イ����� 

救急患者取扱件数 �"�#�2�2.562 �"經�"�2,200 �"ﾃ#���対象時間外 

救急自動車搬送件数 鼎唐�251 �#sB�270 �#s�� 

手術件数 �#�"�248 ��唐�160 ��c�� 

栄兼指導件数 鼎sB�417 鼎モ�580 鉄S�� 

内糖尿病患者食事指尊 #& �#3��174 �#���281 �#S�� 
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床　　　　　　　　　404.0

付　　　　　　　　　　　　目8.0

/7　　　　　　　　　　　　20.7

18年4055　17　4940　16　5140

18年度487 17　486　16　566

18年度343 17　381　16　478

18年度321 17　242　16　255

18年度82 17　91　16　82



*経営効率化に係る計画

数値目標達成に向けての具体的な取組及び実施時期

民間的経営手法の導入 仂ik�勾�Xｸｹ�鮎ik�,ﾙ+ﾈ�8,h勾�X/�[冽�+X,�*ｨ.zI+ﾈ�9YIZｨ/��抦+X-ﾈ+r駘Xｽｸｼik�,ﾓ&ﾉD綛ﾈ�*�.r�
一部委託しましたが､新病院では全面委託を基本に進めますo器械の保守点検について､職員で保守 

点検可能な部分については直営に変更します○清掃､リネン等については引き続き委託していきますo 

22年4月から職員の勤務時間を職場実態に合わせて変更し､時間外勤務の縮減をはかりました○ 

事業規模.形態の見直し 兌ﾙ�ﾃ�吋繹ﾈ��?｣�(��ｷ胤���胤��ﾉ�s8ｬXﾎﾈ*�.s(ｬXﾎﾉ�ﾉ�r�

平成22年亜急性期病床の導入(現在15床) 

新病院は､平成24年9月診療開始予定○病床数100床(25床減)透析30床(4床増) 

訪問看護ステーションを平成21年6月から併設 

経営形態の見直し 

24年度検討25年度方向性の結論 

経費削減.抑制対策 仂ik�勾�X,i}X鳬+ﾈ�8,h,ﾈﾆ��Hｧ(��邊�

職員配置の見直しについては､医療連携支援圭開設準備のため22年1月からレントゲン技師1名を兼 

務扱いとし､開設後も引き続き兼務しています○医療機器の効率運用のため､機器の中央管理を23年 

3月から実施します○管理する職員は､技士で兼務扱いとします○ボイラー業務(兼ねて医療ガス点検､ 

簡易専用水道点検等)について､現在臨時職員1名と委託3.5名で24時間態勢をとっていますが､ 

平成23年5月から16時間態勢としますo(5時から21時まで早番遅番の2交代､臨時職負と委託で実 

施します○)平成25年度電子カルテ導入予定 

第2.第4土曜日の半日外来業務の検討診療受付開始時間の変更検討 

給与比率目標は､55%(25年度62.4%30年度55%) 

収入増加.確保対策 �#�D繹ﾈ�*�.y:y�ﾘ5ｨ985��ｸ,ﾃ#8��/�#h��,�8���ﾘ��I�iV���,X,ﾓ#胤�,h+S3���-ﾈ,Xﾇh枴4�,��ﾘ��+R�

ます○診療報酬加算の実施(退院調整加算の導入等)医師の確保とこれに伴う収入増患者1日 

当たり診療収入の引き上げ訪問看護ステーション等と連絡を密にし､在宅復帰をめざす病院とするた 

めにリハビリ職員を増員し､収入の増をはかりますo特に訪問リハビリの取り組みによる収入増2l年 

11月からは1名増の2名体制23年4月からは3名体制25年からは4名体制を予定しています○院内 

のリハビリは､日曜日を除く全日実施していますo 

新病院開院に伴い､特別室利用料金､テレビ使用料等飲み直し○ 

クレジット利用の導入○コンビニ収納の導入. 

健診業務の充実拡大 

その他 ��X醜ﾊH�8,�.h.��X醜齷�x,ﾈﾆ�8�8�,ﾈﾏﾈ�8ﾆ�8ｴ�Eﾈﾉ�:(効醜檍,ﾈﾇ�����邊�
各科各部門による具体的点検検証の実施 

*各年度の収支計画

別紙1

*その他の特記事項

病沫利用率の状況

(対130床)

1 7年度　　　　　77.4　　　　18年度　　　　68.5　　　　19年度　　　61.3

病床利用率の状況を踏まえた病
床数等の抜本見直し､施設の抜
本見直し､施設の増改築計画の
状況等

許可病床数130床　3看護体制　平成18年8月1日12床休沫　2看護体制　透析23床

許可病床数　平成21年6月125床に変更　21年8月　透析26床(3床増床)

亜急性期病床導入により､ 22年度から運用病床数1 13床(休沫12床)

当初からの建物(昭和44年)が現在の耐震基準を満たしておらず､又療養環境の整備も急務となって

おり移転新築を､現病院の体制(上伊那伊北の1次･2次医療を担う病院)を維持､経営の改善策と位

置づけ計画｡現状の病院機能を維持するとともに､在宅への復帰を目指した　回復期機能を有する病

院計画｡平成22年度設計　23年度建物建設　24年9月診療開始　病床数は100床　透析30床

訪問看護ステーション併設

職員配置等は別紙
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*再編･ネットワーク化に係る計画

平成20年9

二次医療母内の公立病院等配置の �坪匯V����ｩ6ﾉ��5ｹ6ﾈ蕀�inﾈﾚﾈﾋｹ��OｩF佻8ﾔ�X劍鍠5陋x懐6�Y����ｨｩ5�BwC2�ﾌHｷｨｧﾈ怏Nr�昭和伊南病院内科小児科外科脳神経外科皮k科泌尿器科眼科麻酔科救急健診歯科医師数23名 

現況(常勤医師) 凉ﾄｧDｩ�豫H��>�怦､�悪��9��9kﾂ�

辰野総合病院内科外科整形外科眼科耳JL咽喉科小児科産婦人科皮fr科医師数7名 

県医療計画等における今後の方向 性 ��8嫌=�ｸﾉ(�9|9�ﾒ�(鴿]ｸﾉ(�9|4g��,�*�*�.亶霍ﾘﾙ�麌�6DY��ｭhｷ�-�V���ﾅ�<�MI�x,ﾉV���,�ｧH,8*�.x.ｪH+ｸ,ﾉ_ｸﾏﾉ�ｸ,R�

維持をはかる○医dEFqの基準病床数は20年4月1日現在で70床の余剰(平成23年1月現在24床不足) 

医療FFlでは､昭和伊南病院に救命救急センターlO床(平成24年4月伊那中央病院に指定替予定) 

地域周産期医dE伊那中央病院(産科拠点病院)当院は健診連携病院 

小児医dEについても同様､伊那中央病院が強化病院に対し当院は連携病院 

がん医療昭和伊南病院伊那中央病院前沢病院が点事支撲病院脳卒中.急性心筋梗塞医療捷関伊那中央病院 

再編.ネットワーク化計画の概要及 栃鳧ｯ｣��<内容> 

平成20年度 平成21年度 ��8嫌=�9|9n)�位Hｸh檍�8嫌=�&闔h,�*�*�.�6DXﾉ�:(檠9�,�*�*(,Hｺhｶ8+ZB�[�+�,IV����H�ﾈｴ�Eﾈﾉ�:(倖�檄IV���戊�8倖�檠9�,Xﾉ�:"�&闔h�9|9��ﾆxﾜI]"�6ﾈ6(6x8��ｸ4�,�,(*(,I&丶ｹ4�,佶�:"�6ﾈ6(6x8��ｸ4�<�,俐I](,�,(*(,H,ﾈﾉ�:"�

ぴ当該病院における対応計画の概 要 兌ﾙ�ﾃ#)D�7��

(注) 兌ﾙ�ﾃ#ID�7��

平成25年度 佶�:(ﾈｸ惠��邵/�mｩUr�

*経営形態見直しに係る計画

経営形態の現況⊂=∃公営企業法財務適用｡公営企業法全部通用口地方独立行政法人 

□指定管理者制度□-部事務組合.広域連合 

経営形態の見直し(検討)の[二二二亘公営企業法全部適用□地方独立行政法人口指定管理者制皮 

方向性 

D民間譲渡 

tj診療所化ロ老健施設など､医療機関以外の事業形態への移行 

経営形態見直し計画の概要 1詳細は別紙添付 2具体的な計画が未定の場合は､ 倬隸｢�[ﾙ�ﾃ#)D�7��内容 再編ネットワークを含め 公営企業法全部適用を基本に検討 

平成23年度 平成24年度 平成25年度 兌ﾙ�ﾃ#9D餬���ﾉｩZ伊ｩ�ﾒ�

(か検討.協議の方向性､ 剞эﾜ形態も含めて病院の経営について検討 

②検討.協議体制､ �24年9月新病院診dt開始 

③検討.協誰のスケジュール �24年度新病院診dE開始後の状況を再検討し再度の見直し 

括論を取りまとめる時期を明記すること○ 剳ｽ成25年度24年度迄の検討による結論及び実施 
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*点検･評価･公表等

点検.評価.公表等の体制 (季長会等を設置する場合 その概要 儼���>�,X,ﾉ5��ﾘ幵渥ﾈ-闌��YUﾘ廂5���

行政利用者(識見看)による点検評価 

点検.評価の時期(毎年月) �5��ﾘ廂h吋���ﾈ����(ﾈ騙)D綛ﾈ���以��

公表翌年9月 

*その他特記事項

病院の経営状況は､別紙のとおりであり､医師不足による経営悪化は大変厳しい状況であり､一般会計からの繰入を入れても

赤字の状況である事を認識し改善に努める｡

収入の確保､経費削減･抑制対策については､部門別　各科別に縮減目標に向けた細かい検証を　恒常的に行い目標を達成する｡

移転新築の実施については､福寿苑の給食部門をはじめ､現病院の跡地利用の概略も併行して必要となる｡

又､現病院の解体に伴う､繰り上げ償還時の資金計画が必要｡繰り上げ償還時における一時借入金の額は､不良債務の発生に

おちいる事のない様､特に留意した｡町からの繰入金相当を限度に計画した｡

医療機能の面においては､より高度医療を求められる分野については､連携を充実させるなかで､医療圏として受診できる体制づくり

が重要｡医療圏としての医師確保も重要な課題o　当院の医療機能の低下は､連携の充実で補い､現状1次･2の救急体制は診療

体制の制限等の検討を含め､又､経営改善する中でどう維持していくかが課題｡土日等の信大からの派遣がなくなれば､診療制限

や土日･平日10時以降の救急中止もあり得る事を念頭に計画｡

再編･ネットワーク､経営機能の見直しについては.上伊那地域医療再生計画の事業や上伊那広域連合として検討しています｡合意

できた事項から公立3病院をを中心に連携強化おこなっていきます｡経営形態の見直しは､新病院の経営状況も勘案し､進め最終

結論は平成25年を目標とます｡
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(別紙1)

1.収支計画(収益的収支)

町立辰野総合病院

(単位･百万円､ 鶴)

年度 区分 �18年度(実♯) ��僖�7ｈ�｢��20年度(実耕) �#�D�7ｈ��梺��22年度(見込) �#9D�7��

収 入 ��闔8ｼh�庸��1,703 ��ﾃSS"�1,494 ��ﾃCc��1,514 ��ﾃCb�

(1)料金収入 ��ﾃc�R�1,463 ��ﾃ3S��1,336 ��ﾃ3���1,33 

(2)その他 塔��89 ��3b�133 �#�B�13 

うち他会計負担金 鉄��51 涛��90 ��cb�7 

2.医業外収益 �##b�269 �#�b�255 �#CB�28 

(1)他会計負担金.補助金 ��途�242 ��s��220 �##��26 

(2)国(県)補助金 ��0 ���ll ��� 

(3)その他 �#��27 �#��24 �#B�2 

経常収益(A) ��ﾃ�#��1,821 ��縱���1,724 ��ﾃsS��1,74 

支 出 ��闔8ｼiN��"�1,943 ��ﾃイ"�1,764 ��ﾃssr�1,757 ��ﾃsS��

(1)職鼻給与費C ��ﾃ�C��981 涛cb�967 涛Sr�95 

(2)材料費 鼎���351 �3#��322 �3#��32 

(3)経兼 �3SB�378 �3cb�379 �3sr�37 

く4)減価償却兼 ��#b�126 ���b�107 涛��9 

(5)その他 迭�6 澱�3 澱� 

2.医業外費用 ��#b�116 涛��73 都��7 

(1)支払利息 塔��83 田b�42 鼎��4 

(2)その他 �3��33 �32�31 �3��3 

経常費用(B) �"ﾃ�c��1,958 ��ﾃツ2�1.850 ��ﾃ�#��1,82 

常損益(A)-(B)(C) �-140 蔦�3r�-162 ��#b�-70 蔦��

I ���<�¥ｩy�bВ�� �� �� ��

2.特別損失(E) �� �� �� 

特別損益(D)-(E)(F) ���0 ���0 ��� 

損益(C)+(F �-140 蔦�3r�-162 �ｨ璽#b�-70 蔦��

累積欠損金(G) �376 鉄�B�676 塔�"�872 涛R�

示 良 価 務 凛ﾉ:韜�蜥�4���601 鉄�r�341 �#澱�305 �#R�

流動負債(イ) 涛"�91 鉄��85 都��6 

うち一時借入金 ���0 ���0 ��� 

翌年度繰越財源(ウ) ���0 ���0 ��� 

三悪至芸票芸dlBで未借入(工, ���0 �� �� 

差引l諾笠;_I(ア,_(ウ,,(オ) 蔦S���-426 蔦#�"�-211 蔦#3R�19 

量常収支比率-&×100 (B) �93.2 涛2���91.3 涛2�"�96.2 涛R��

､良債務比率過.×100 a �-29.9 蔦#r紕�-■18.9 鐙ﾅﾃB�2�-15.5 辻x�ｳ2��

医業収支比率.lLX100 b �87.6 塔B�2�84.7 塔"縒�86.2 塔2��

鼻給与費対医業収益比率.也.×100 (a) �61.6 田2�"�64.6 田R繧�63.2 田R��

方財政法施行令第19粂兼l項 こより暮定した資金の不足額(H) � �� �� ��

-金不足比率-&×100 a � �� �� ��

床利用率222芸認諾雷100床 �68.5 田��2�cr絣�52.2 57.5 鼎b纈�S�縒�42.1 46.4 鉄B��
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2.収支計画(資本的収支)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位:百万円､ 鶴)

年一貫 区 剴�吋�7ｈ������19年度(美■) �#�D�7ｈ��Fﾂ��21年度(実a) �#)D�7ｈﾊ俛竰�23年度 

収 入 ��隶仂hﾜ"���192 鼎#��0 田��1,32 

2.他会 偖ﾈ���ｾ��42 澱�3 �"�20 �2�

3.他会 偖ﾉX�%8ｾ�� ���38 田��49 ����

4.他会 偖ﾈ妺?ﾈｾ�� �� �� ��

5.他会 偖ﾉ^(�ｾ�� �� �� ��

6.国(県)補助金 �23 �#B�21 �#2�3 田��

7.その他 � �� �� ��

収入計(a) �65 �##2�490 涛2�132 �"ﾃ�R�

諾芸芸;'芸される(b, �0 �� �� ��

前年度許可債で当年度借入分(C) � �� �� ��

純計(a)-I(b)+(C)I(A) �65 �##2�490 涛2�132 �"ﾃ�R�

支 出 ��靄ｩ�ﾘ淤|yN���3ヲ�40 鉄b�26 田��1,96 
2.企業債償還金 �99 �#モ�496 ��#"�124 ��2�

3.他会計長期借入金返還金 � �� �� ��

4.その他 � �� �� ��

支出計(B) �488 �3#��552 ��C��184 �"ﾃ����

引不足額(B)-(A)(C) 剴C#2�105 田"�55 鉄"�4 

響 & �����hｪ�.越�ｸ��ｾ��鼎���104 鉄��53 鼎r�4 
2.利益 ��疫ﾘｾ��Zｨｧ｢� �� �� ��

3.繰越工事資金 � �� �� ��

4.その他 �4 ���3 �"�5 ��

計(D) �423 ���R�62 鉄R�52 釘�

てん財源不足額(C)-(D)(E) 剴��0 ���0 ��� 

…悪霊芸票喜芸で未借入(F, 剴�� �� �� 

賞財源不足額(E)-(F 剴��0 ���0 ��� 

損益+減価償却費等

資金収支

年度末現金預金

入院患者数(予測)　人

外来患者数(予測)　人

職員配置計画(常勤換井後)人

ー9　　　　　-6　　　　　-54　　　　　-9　　　　　42　　　　　　6

-432　　　　-日1　　　　-1 16　　　　　-64　　　　　11　　　　-43

318　　　　　222　　　　1 00　　　　　　46　　　　　　57　　　　　14

32,487　　　29,1 64　　　24,779　　　22,271　　20,000　　　20,000

92,778　　　81 ,1 53　　　79,284　　　73,255　　　66,550　　　67,350

1 63.0　　　1 57.4　　　156.8　　　1 53.7　　　149.0　　　1 50.0

1.複数の病院を有する事業にあっては､合計表のほか､別途､病院ごとの計画を作成すること｡

2.金額の単位は適宜変更することも可能｡ (例)千円単位｡

3.一般会計等からの繰入金の見通し

(注)

(皇付. 儷3v�(�ｲ�

18年度(夷at) ��僖�7ｉOﾈ����20年度(JL込) �#�D�7��22年度 �#9D�7��

益的収支 窒��(22) 窒��(22) 茶#"��(22) 
247 �#�2�276 �3���386 �32�

一本的収支 窒��() 7 窒��() 窒��() 

42 �41 都��69 免ﾂ�

合計 窒��() 窒��() 窒��() 

289 �3���317 �3���455 鼎R�

累積欠損金(赤字額)

1 ( )内はうち基準外繰入金額を記入すること｡

r基準外練入金｣とは､ ｢地方公営企兼*出金について｣ (総務省自治肘政局長iL知)に基づき他会計から公営企兼会計へ繰り入れられる牡入金以外の練入金をいうものであること｡

-　8　-



(別紙1)

1.収支計画(収益的収支)

町立辰野総合病院

(単位:百万円､ 鶴)

年度 区分 �23年度 �#ID�7��25年度 �#iD�7��27年度 �#吋�7��

収 入 ��闔8ｼh�庸��1,460 ��ﾃS�B�1,597 ��ﾃcsR�1.675 ��ﾃc���

(1)料金収入 ��ﾃ33��1,361 ��ﾃCC2�1.510 ��ﾃS#R�1,53 

(2)その他 ��3��153 ��SB�165 ��S��14 

うち他会計負担金 都��100 �����100 涛R�9 

2.医業外収益 �#�"�265 �#Cb�236 �#3b�23 

(1)他会計負担金.補助金 �#c��242 �##"�212 �#�"�21 

(2)国(県)補助金 ���0 ���0 ��� 

(3)その他 �#"�23 �#2�23 �#2�2 

経常収益(A) ��縱C2�1,779 �｢繝C2�1,911 ��ﾃ����1.91 

支 出 ��闔8ｼiN��"�1,751 ��ﾃs�"�1.906 ��ﾃ�#R�1,926 ��纉"�

(1)職長給与費C 涛S��969 涛澱�1,008 ��ﾃ��R�1,01 

(2)材料費 �3#��320 �3#"�322 �3#"�32 

(3)経費 �3sb�401 �3s��380 �3���381 

(4)減価礁却費 涛"�82 �#���206 ��湯�19 

(5)その他 澱�10 湯�9 湯�● 

2.医業外兼用 都r�97 ���R�87 塔2�8 

(1)支払利息 鼎2�65 都2�!5 鉄��51 

(2)その他 �3B�32 �3"�32 �3"�3 

経常費用(B) ��ﾃ�#��1,879 �"�����2,012 �"ﾃ����2.00 

常損益(A)-(B)(C) �-86 蔦����-168 蔦����-99 蔦��

I ���<�¥ｩy�bВ�� �� �� ��

2.特別損失(E) ��� 鼎S�� �� 

特別損益(D)-(E)(F) ���0 蔦CS��0 ��� 

損益(C)+(F �-86 蔦����-618 蔦����-99 蔦��

異様欠損金(G) �958 ����S��1,676 ��ﾃss��1,877 ��ﾃ澱�

不 良 価 港 凛ﾉ:韜�蜥�4���258 �#SB�247 �#C��248 �#B�

流動負債(イ) 田��80 �#S��305 �3�R�30 

うち一時借入金 ���0 ��cR�220 ��cR�ll 

翌年度繰越財源(ウ) ���0 �� �� 

芸諾芸悪霊dE*で未借入(工, ���0 �� �� 

差引l諾笠‰(チ,1ウ,,(オ) 蔦����-174 �2�57 鉄r�5 

量常収支比率一也-×100 (B) �95.3 涛B縒�91.6 涛R���95.1 涛R��

､良債務比率｣弘一×100 a �-13.0 �ｩ?｢絣�0.2 �2紕�3.4 �2��

医業収支比率一三一×100 b �83.4 塔R���83.8 塔r���87.0 塔r��

貞給与費対医業収益比率且×100 (a) �65.6 田B���62.4 田��"�60.6 田���

方財政法施行令第19粂第1項 こより井定した資金の不足集(H) �-190 蔦�sB�3 鉄r�57 迭�

-金不足比率一一出｣×100 a �-13.0 蔦��ｳR�0.2 �2紕�3.4 �2��

床利用率対100床 �54.6 鉄ゅ��63.0 田偵��70.4 都���
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2.収支計画(資本的収支)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位:百万円､ %)

年度 区 �23年度 �#ID�7��25年度 �#iD�7��27年度 �#吋�7��

収 入 ��隶仂hﾜ"�1,320 塔C��50 ���30 ��

2.他会計出資金 �3��30 田��40 �#��2 

3.他会計負担金 �����80 �����95 涛b�9 

4.他会計借入金 �� �� �� 

5.他会計補助金 �� �� �� 

6.国(県)補助金 田�"�43 ���3 �2� 

7.その他 �� �� �� 

収入計(a) �"��S"�993 �#���138 ��C��121 

諾諾芸jL'#&される(b, ��� �� �� 

前年度許可債で当年度借入分(C) �� �� �� 

純計(a)-I(b)+(C)I(A) �"��S"�993 �#���138 ��C��121 

支 出 ��靄ｩ�ﾘ淤|yN��2.122 涛���250 ����40 ���
2.企業債償還金 ��3"�109 ��c2�296 ��S��161 

3.他会計長期借入金返還金 �� �� �� 

4.その他 �� �� �� 

支出計(B) �"ﾃ#SB�1,009 鼎�2�306 ��唐�171 

引不足額(B)-(A)(C) �202 ��b�202 ��c��49 迭�

響 & �����hｪ�.越�ｸ��ｾ��200 ��B�200 ��cb�47 釘�
2.利益剰余金処分額 �� �� �� 

3.繰越工事資金 �� �� �� 

4.その他 �"�2 �"�2 �"� 

計(D) �#�"�16 �#�"�168 鼎��5 

てん財源不足転(C)-(D)(E) �0 ���0 ���0 ��

当悪霊芸票書芸で未借入(F, �0 �� �� ��

質財源不足額(E)-(F �0 ���0 ���0 ��

損益+減価償却費等

資金収支

年度末現金預金

入院患者数(予測)　人

外来患者数(予測)　人

職員配置計画(常勤換井後)人

11　　　　-13　　　　　　32　　　　110　　　　105　　　　107

1191　　　　129　　　　-171　　　　158　　　　　　56　　　　　　57

14　　　　　10　　　　　　5　　　　　　2　　　　　　3　　　　　　6

20,000　　　21 ,500　　　23,000　　　25,200　　　25,700　　　26.000

67,350　　　69,880　　　76,400　　　76,700　　　76,700　　　76,800

150.0　　　1 51.0　　　1 51.3　　　153.3　　　1 54.3　　　154.3

1.複数の病院を有する手業にあっては､合計表のほか､別途､病院ごとの計画を作成すること｡

2.金額の単位は適宜変更することも可能｡ (例)千円単位｡

3. -般会計等からの繰入金の見通し

(注)

(単位:百万円) 

23年度 �#ID�7��25年度 �#iD�7��27年度 �#吋�7��

益的収支 窒��33��342 �3#"�312 �3�r�30 

､本的収支 窒��() 窒��() 窒��() 

130 �����161 ��3R�116 免ﾂ�

合計 窒��() 窒��() 窒��() 

454 鼎S"�483 鼎Cr�424 鼎"�

累積欠損金(赤字額)

1 ( )内はうち基準外繰入金額を記入することo

r益準外牡入金｣とは､ r地方公営企暮繰出金について｣ (総務省自治財政局長通知)に基づき他会計から公営企兼会計へatり入れられる牡入金以外の繰入金をいうものであること｡
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町立辰野総合病院改革プラン　職員年度別配置計画

正職長

平成23年2月

■ �#�D�7���21年度 剴#)D�7���23年度 剴#ID�7���25年度 剴#iD�7���27年度 剴#吋�7��

現 ��鶯�差 侏ｲ�1次 佛ﾂ�現 ��鶯�差 侏ｲ�1次 佛ﾂ�玩 ��鶯�差 侏ｲ�1次 俚r�現 ��鶯�圭 仄ｲ�1次 俚r�覗 ��鶯�差 

匡FFI 砥���7_0 �����8.0 唐���0,0 唐���7,0 蔦����8.0 途���-1.0 唐���8.0 ��ﾃ��8,0 唐���0.0 唐���8,0 �����8,0 唐���0.0 ��8.0 ��

f秩師 都2���73.0 �����71.0 田ゅ��-3.0 都����67.0 蔦2���67.0 田R���-2_0 田b���65.0 蔦����65.0 田偵��4.0 田R���71.0 澱���65.0 都����6_0 ��71.0 ��

(,tf捷師含む) �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� ��

f秩助手 澱���6.0 �����6.0 迭���-1.0 迭���5.0 �����5.0 迭���0_0 填���6.0 �����5.0 澱���1.0 迭���6.0 �����5_0 砥���2,0 ��7,0 ��

+軸. �� ��f��;..ヰ:I 啌粳Lﾘ陲� 釘ﾃ��;≡.棚 �� ��･.瀬._- ���繧� ��･.≠カ ��車 ��+.o ��B�き泰 �����9, ��-:-4.8 ��

栄*士 �"���2.0 �����2.0 �"���0.0 �"���2.0 �����2.0 �"���0.0 �����1.0 �����1.0 �����0.0 �����1.0 �����1.0 �����0.0 ��1.0 ��

診療放射枚技士 迭���5.0 �����5.0 填���0_0 迭���5_0 �����5.0 迭���0_0 迭���5.0 �����5_0 迭���0.0 填���5.0 �����5_0 填���0.0 ��5_0 ��

砧床検査技師 釘���4.0 �����4.0 釘���0.0 釘���4.0 �����4.0 釘���0.0 釘���4.0 �����4.0 釘���0.0 釘���4.0 �����4.0 釘���0.0 ��4.0 ��

細胞検査技師 �����1.0 �����1.0 �����0_0 �����1_0 ����� �����1_0 �� ����� ��0.0 �� ����� ��0.0 �� ��

革琴錦法怒......■ �� �� �$��〇十( 唸���h爾�守や 蔦�� 湯�� 蔦b� �� �� ��8<Q 尼��l6｣0 嶋��｢�-2;~萱 ��≡二三二≡垂二〇 ��

--++ 劔刪齔ｺ, � � �� �� 坪."�

作美療法士 ��ﾃ��1,0 �����1.0 �����0.0 �����2.0 �����2.0 釘���2.0 �"���5.0 �2���2.0 迭���3,0 �"ﾃ��5.0 �2���2.0 迭���3.0 ��5.0 ��

書拝聴先士 �� ����� ��0.0 �� �����1.0 ��-1.0 �����1.0 �����1.0 �����0.0 �����1.0 �����1_0 �����0.0 ��1_0 ��

枕能訓練士 �����1_0 �����1.0 �����0_0 偖ﾃ��1_0 �����1.0 �����0,0 �����1.0 �����1.0 �����0_0 �����1.0 ��ﾃ��1.0 �����0.0 ��1,0 ��

鴎床工学技士 �"���2.0 �����3.0 �2���0.0 �2���3.0 �����3.0 �2���0.0 �2���3.0 �����3.0 �2���0.0 �2���3.0 ����3.0 �2���0.0 ��3.0 ��

▲+o ���v�� ��'0. 調ｲｲ�i. 抱������Ilo 唸自?��r� �����爾�≡≡*=.9 �� ��…■や �� �� �� 

医事 �����1_0 �����1.0 �����0.0 �����1,0 ��ﾃ��1,0 �����0,0 �����1.0 ��ﾃ��1.0 �����0_0 ��ﾃ��1.0 ��ﾂ�1.0 �����0.0 ��十0 ��

医療ソウシヤルW �����1.0 �����1.0 �����0_0 �����1_0 �����1.0 �����0_0 �����1_0 �����1.0 �����0.0 �����1.0 ��ﾂ�1.0 ��ﾃ��0.0 ��1,0 ��

物流情報管理 �����1.0 �����1.0 �����0.0 �����1.0 �����1.0 �����0.0 �����1.0 �����1.0 �����0.0 �����1.0 ����1.0 �����0.0 ��1.0 ��

冶ttIl 澱���6_0 �����6,0 澱ﾃ��0_0 澱���6_0 �����4_0 兎���2,0 �2���4,0 �����2.0 �5���1_0 �%���3_0 ����2.0 �5���1.0 ��3,0 ��

ボイラー技士 �� ����� ��0_0 �� ����� ��0_0 �� ����� ��0.0 �� ���� ��0_0 �� ��

計 ��#B���124.0 �����124_0 ���偵��-5.0 ��#����119.0 蔦"���119.0 ��#����1.0 ���U���121_0 澱���113.0 ��#B���ll.0 ���5���126_0 ��2��113_0 ��#u���14.0 �����127.0 �����

盛時職員(常勤換算数)

JB種 �#�D�7���21年度 剴#)D�7���23年度 剴#ID�7���25年度 剴#iD�7���27年度 剴#吋�7��

現 ��鶯�差 侏ｲ�1次 俚r�現 ��鶯�差 侏ｲ�1次 ����覗 ��鶯�差 ���1次 俚r�現 ��鶯�差 侏ｲ�1次 俚r�現 ��鶯�差 

医師 釘�2�4,3 �����4.0 �2ﾃ��-0.2 釘ﾃ��3,7 宝��2�4,0 �5��-0.3 釘���3,7 蔦�ﾃ2�4.0 摘���0.0 釘���4_0 �����4_0 釘���0_ ��4_0 ��

書技師 迭絣�5.5 �����5.5 釘絣�-1.0 迭絣�3.8 蔦�縒�5.5 �2繧�-1.7 迭絣�4.8 蔦�縒�5.5 釘繧�-0.7 迭絣�4.8 蔦�縒�5.5 釘繧�-0.7 ��4.8 ��

(准f牲師含む) �� ����� ��0.0 �� ����� ��0.0 �� ����� ��0.0 �� ����� ��0, �� ��

+tIJb手 �2���3_0 �����3_0 摘�2�1.3 �5���3_8 ����3_0 �2絣�0_5 �2���3_0 �����3.0 �2���0.0 �2���3.0 �����3.0 �2���0. ��3.0 ��

0 �� �������"� ��00 �� �� �� �� �� �� �� ��

栄兼士 �� ����� ��0.0 �� ����� ��0.0 �� ����� ��0.0 �� ����� ��0_0 �� ��

診療放射線技士 �� ����� ��0.0 �� ��ﾃ�� ��0.0 �� ����� ��0.0 �� ����� ��0_0 �� ��

瞳床検査技師 �� ����� ��0.0 �� ����� ��0.0 �� ����� ��0.0 �� ����� ��0.0 �� ��

細胞検査技師 �� ����� ����0.8 ��1_0 ����� ��纈�0.9 ��0.5 ��絣� ��絣�0.5 ��0.5 ��絣� ��絣�0.5 ��0.5 ��

襲療法を- �� �� ��■■8. �� ���� ��0.0 �� ���� �� �� 定��� ��咲 �� ��

作暮療法士 �� ����� ��0.0 �� ����� ��0.0 �� ����� ��0.0 �� ����� ��0.0 �� ��

書籍聴覚士 �� ����� �����0.1 ��0.1 ����� �����0.1 �� ����� ��0.0 �� ��ﾃ�� ��0.0 �� ��

初能訓練士 �� ��ﾃ�� ��0.0 �� ��ﾃ�� ��0.0 �� ��ﾃ�� ��0.0 �� ����� ��0.0 �� ��

岳床工学技士 �� ��ﾃ�� ��0.0 �� ����� ��0. �� ����� ��0.0 �� ����� ��0.0 �� ��

疲;.三 ����f��･..琴, �� �� 偃r�･一軍.1 �� 瀞ﾓ｣ｨﾍｳ�� �� ��50 ���9I��8.~≒ ��義.ら ��ｨ�� 定��ｶ�ﾃ��辛 ��;一一一義 ��
･2.≡ 

医事 免ﾂ���ll.0 �����10.0 湯紕�-0.6 ������9.0 蔦����8.0 唐���0. 唐���8.0 �����7.0 途���0_0 途���7.0 ��ﾂ�7.0 途ﾃ��0.0 ��7,0 ��

医療ソウシヤルW �� ����� ��0_0 �� ����� ��0.0 �� ����� ��0.0 �� ���� ��0.0 �� ��

物流什報管理 �� ����� ��0.0 �� ����� ��0. �� ����� ��0,0 �� ��ﾂ� ��0.0 �� ��

給食PI理 �"���2.0 �����2.0 �"�"�0.2 �"���1.5 蔦�絣�2.0 �"���0. �"���2.0 �����2.0 �%���0_0 �"���2.0 ��ﾂ�2.0 �%���0_0 ��2_0 ��

ボイラー技士 �����1.0 �����1.0 �����0.0 �����1.0 �����1.0 �����0. �����1.0 �����1.0 �����0,0 �����1.0 ����1.0 �����0.0 ��1_0 ��

書十 �3"繧�32.8 �����31.5 �3B縒�3.2 �3�絣�32.0 ��絣�28.5 �3����2.5 �#ゅR�30.0 ��絣�27.5 �#r�2�-0.2 �#r絣�27.3 蔦��"�27.5 �#r�2�-0.2 �����27.3 �����

合計 ��Sゅ��156.8 �����155.5 ��S2縒�-1.8 ��S�絣�151.0 蔦�絣�147.5 ��S����3.5 ��C2絣�151.0 途絣�140,5 ��S��2�10.8 ��C���153_3 ��"繧�140_5 ��SE�2�13.8 �����154_3 �����

一　資1 -
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